
(57)【要約】

【課題】使用前に１度だけユーザーに対して所定の作業

を促すことの可能なコネクタ用表示具を提供する。

【解決手段】コネクタ用表示具１０は、第１表示部材１

２により構成されている。第１表示部材１２の表面１４

には、ユーザーに対して、コネクタの使用前にユーザー

に所定の作業を促す情報、本実施形態では、コネクタの

使用前にＣＤ－ＲＯＭのソフトをインストールする作業

を促す第１の情報が表示されている。第１表示部材１２

の裏面の接着部１６には、接着剤が塗布されている。コ

ネクタ３４の接続部３４Ａには、第１表示部材１２が、

接着部１６に塗布された接着剤を介して接着されている

。したがって、コネクタ３４は、第１表示部材１２が除

去されなければ、外部機器の対応する接続端子へ接続不

能となっている。第１表示部材１２は、ユーザーにより

、コネクタ３４から剥離可能とされている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ネ ク タ に 取 り 付 け ら れ る コ ネ ク タ 用 表 示 具 で あ っ て 、
コ ネ ク タ の 使 用 前 に ユ ー ザ ー に 所 定 の 作 業 を 促 す 第 １ の 情 報 が 表 示 さ れ 、 ユ ー ザ ー に よ っ
て こ の コ ネ ク タ 用 表 示 具 が 除 去 さ れ な け れ ば コ ネ ク タ を 接 続 不 能 な 位 置 に 取 り 付 け ら れ 、
前 記 コ ネ ク タ か ら 除 去 可 能 と さ れ た 第 １ 表 示 部 材 、
を 備 え た コ ネ ク タ 用 表 示 具 。
【 請 求 項 ２ 】
コ ネ ク タ の 接 続 時 に 有 効 と さ れ る 第 ２ の 情 報 が 表 示 さ れ 、 前 記 コ ネ ク タ の 接 続 に 支 障 の な
い 位 置 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ 表 示 部 材 、 を さ ら に 備 え た 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 用 表 示
具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 表 示 部 材 と 前 記 第 ２ 表 示 部 材 と は 一 体 的 に 構 成 さ れ る と 共 に 、 各 々 が 分 離 可 能 と
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 コ ネ ク タ に 取 り 付 け ら れ る コ ネ ク タ 用 表 示 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 コ ネ ク タ を 接 続 さ せ る 際 に ユ ー ザ ー に 所 定 の 注 意 を 促 す た め に 、 様 々 な 表 示 具
が 利 用 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 温 水 プ ラ グ １ ０ ０ を
、 表 示 具 と し て の 保 護 カ バ ー １ ０ ２ で 覆 い 、 保 護 カ バ ー １ ０ ２ に 温 水 プ ラ グ １ ０ ０ に 関 す
る 警 告 を 記 載 す る こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー へ 所 定 の 注 意 を 促 し て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ で
は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 プ ラ グ １ １ ０ の ケ ー ブ ル 部 分 に プ ラ グ １ １ ０ が 取 り 付 け ら れ て
い る 機 器 名 の 表 示 さ れ た 表 示 具 と し て の タ グ 表 示 具 １ １ ２ を 取 り 付 け 、 プ ラ グ １ １ ０ が ど
の 機 器 の も の か を 、 ユ ー ザ ー に 示 し て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ で は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に
、 ケ ー ブ ル コ ネ ク タ １ ２ ０ が 接 続 さ れ る 先 の 機 器 １ ２ ２ の コ ネ ク タ １ ２ ４ に 、 所 定 の 注 意
書 き の 記 載 さ れ た 表 示 具 と し て の カ バ ー シ ー ト １ ２ ６ が 設 け ら れ 、 こ の 注 意 書 き に よ り ユ
ー ザ ー へ 所 定 の 注 意 を 促 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 所 定 の 電 子 機 器 の 場 合 に は 、 当 該 電 子 機 器 と 他 の 電 子 機 器 と を ケ ー ブ ル で 接 続
し て 使 用 す る 前 に １ 度 だ け ユ ー ザ ー に よ り 所 定 の 作 業 が 行 わ れ な け れ ば な ら な い も の が あ
る 。 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 さ れ た 技 術 で は 、 ユ ー ザ ー に 前 記 所 定 の 作 業 を
促 そ う と し て も 、 表 示 具 を 除 去 す る こ と な く コ ネ ク タ を 接 続 可 能 で あ る た め 、 ユ ー ザ ー へ
の 告 知 と し て は 不 十 分 で あ っ た 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 技 術 で は 、 表 示 具 に よ り
コ ネ ク タ が 覆 わ れ て い る た め 、 ユ ー ザ ー は コ ネ ク タ を 接 続 す る 際 に 表 示 具 を 移 動 さ せ る 必
要 が あ る が 、 こ の 表 示 具 は コ ネ ク タ の 未 使 用 時 に は 、 常 時 コ ネ ク タ の 接 続 部 を 覆 う 位 置 に
あ る た め 、 所 定 の 作 業 が 行 わ れ た 後 も 前 記 所 定 の 作 業 を 促 す こ と に な る と い う 不 都 合 が 生
じ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ７ ６ ０ ８ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ３ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ５ － ２ ９ ９ １ ２ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 事 実 を 考 慮 し て 成 さ れ た も の で あ り 、 使 用 前 に １ 度 だ け ユ ー ザ ー に 対 し て
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所 定 の 作 業 を 促 す こ と の 可 能 な コ ネ ク タ 用 表 示 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 は 、 コ ネ ク タ に 取 り 付 け
ら れ る コ ネ ク タ 用 表 示 具 で あ っ て 、
コ ネ ク タ の 使 用 前 に ユ ー ザ ー に 所 定 の 作 業 を 促 す 第 １ の 情 報 が 表 示 さ れ 、 ユ ー ザ ー に よ っ
て こ の コ ネ ク タ 用 表 示 具 が 除 去 さ れ な け れ ば コ ネ ク タ を 接 続 不 能 な 位 置 に 取 り 付 け ら れ 、
前 記 コ ネ ク タ か ら 除 去 可 能 と さ れ た 第 １ 表 示 部 材 、 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 第 １ 表 示 部 材 は 、 コ ネ ク タ か ら 除 去 可 能 と さ れ て い る と 共 に
、 ユ ー ザ ー に よ っ て こ の コ ネ ク タ 用 表 示 具 が 除 去 さ れ な け れ ば コ ネ ク タ を 接 続 不 能 な 位 置
に 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ こ で 、 ユ ー ザ ー が こ の コ ネ ク タ を 使 用 す る 場 合 に は 、 第 １ 表 示
部 材 を 除 去 す る 必 要 が あ る が 、 こ の 第 １ 表 示 部 材 に は 、 コ ネ ク タ の 使 用 前 に ユ ー ザ ー に 所
定 の 作 業 を 促 す 第 １ の 情 報 が 表 示 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の コ ネ ク タ 用 表 示 具 に よ れ
ば 、 ユ ー ザ ー に 対 し て 、 コ ネ ク タ が 使 用 さ れ る 前 に 、 効 果 的 に 所 定 の 作 業 を 促 す こ と が で
き る 。 ま た 、 第 １ 表 示 部 材 は 、 コ ネ ク タ を 使 用 す る 際 に ユ ー ザ ー に よ っ て 除 去 さ れ る の で
、 そ の 後 の 使 用 の 際 に は ユ ー ザ ー に 前 記 所 定 の 作 業 が 促 さ れ る こ と は な い 。 し た が っ て 、
コ ネ ク タ の 使 用 前 に １ 度 だ け ユ ー ザ ー に 対 し て 所 定 の 作 業 を 促 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 本 発 明 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 、 コ ネ ク タ の 接 続 時 に 有 効
と さ れ る 第 ２ の 情 報 が 表 示 さ れ 、 前 記 コ ネ ク タ の 接 続 に 支 障 の な い 位 置 に 取 り 付 け ら れ た
第 ２ 表 示 部 材 、 を さ ら に 含 ん で 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の コ ネ ク タ 用 表 示 具 に よ れ ば 、 第 ２ 表 示 部 材 は 、 コ ネ ク タ の 接 続 に 支 障 の な い 取 り 付 け
ら れ て い る の で 、 除 去 す る 必 要 が な く 、 ユ ー ザ ー が コ ネ ク タ を 使 用 す る 際 に 随 時 、 ユ ー ザ
ー に 対 し て 第 ２ の 情 報 を 提 示 す る こ と が で き る 。 な お 、 第 ２ の 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 コ
ネ ク タ の 取 り 付 け ら れ て い る 機 器 名 、 コ ネ ク タ を 使 用 す る 際 の 注 意 事 項 、 な ど が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 、 前 記 第 １ 表 示 部 材 と 前 記
第 ２ 表 示 部 材 と が 一 体 的 に 構 成 さ れ る と 共 に 、 各 々 が 分 離 可 能 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に 、 第 １ 表 示 部 と 第 ２ 表 示 部 と を 一 体 的 に 構 成 す る こ と に よ り 、 簡 易 に 製 造 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 表 示 部 と 第 ２ 表 示 部 と は 、 各 々 が 分 離 可 能 と さ れ て い る の で 、
第 １ 表 示 部 が 除 去 さ れ た 後 も 、 第 ２ 表 示 部 を コ ネ ク タ に 取 り 付 け た ま ま に し て お く こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
［ 第 １ 実 施 形 態 ］
本 実 施 形 態 に お け る ケ ー ブ ル ３ ０ （ 図 １ 参 照 ） は 、 図 示 し な い デ ジ タ ル カ メ ラ を 図 示 し な
い 外 部 機 器 に 接 続 す る た め の ケ ー ブ ル で あ る 。 ケ ー ブ ル ３ ０ に よ り 、 当 該 デ ジ タ ル カ メ ラ
と 外 部 機 器 と を 接 続 し て 、 デ ジ タ ル カ メ ラ か ら の デ ー タ を 外 部 機 器 へ ダ ウ ン ロ ー ド す る 等
の 処 理 を 行 う 際 に は 、 ユ ー ザ ー に よ り 外 部 機 器 に 所 定 の Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ の ソ フ ト が イ ン ス ト
ー ル さ れ な け れ ば な ら な い 構 成 の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ は 、 ケ ー ブ ル 部 ３ ２ 及 び コ ネ ク タ ３ ４ を 備 え る 。 コ ネ ク
タ ３ ４ は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ の 一 端 部 に 備 え ら れ 、 接 続 部 ３ ４ Ａ 及 び 握 り 部 ３ ４ Ｂ を 備 え る 。
接 続 部 ３ ４ Ａ は 、 外 部 機 器 の 対 応 す る コ ネ ク タ に 差 し 込 ま れ る 部 分 で あ り 、 握 り 部 ３ ４ Ｂ
は 接 続 部 ３ ４ Ａ と ケ ー ブ ル 部 ３ ２ と の 間 に 配 置 さ れ 、 コ ネ ク タ ３ ４ の 取 り 付 け 、 及 び 、 取
り 外 し の 際 に 、 ユ ー ザ ー に よ っ て 握 ら れ る 部 分 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 コ ネ ク タ 用 表 示 具 １ ０ は 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
第 １ 表 示 部 材 １ ２ の 表 面 １ ４ に は 、 ユ ー ザ ー に 対 し て 、 コ ネ ク タ の 使 用 前 に ユ ー ザ ー に 所
定 の 作 業 を 促 す 情 報 、 本 実 施 形 態 で は 、 コ ネ ク タ の 使 用 前 に Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ の ソ フ ト を イ ン
ス ト ー ル す る 作 業 を 促 す 第 １ の 情 報 が 表 示 さ れ て い る 。 第 １ 表 示 部 材 １ ２ の 裏 面 の 接 着 部
１ ６ に は 、 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ は 、 帯 電 防 止 加 工 が 施 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
コ ネ ク タ ３ ４ の 接 続 部 ３ ４ Ａ に は 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ が 、 接 着 部 １ ６ に 塗 布 さ れ た 接 着 剤
を 介 し て 接 着 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 コ ネ ク タ ３ ４ は 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ が 除 去 さ れ な
け れ ば 、 外 部 機 器 の 対 応 す る 接 続 端 子 へ 接 続 不 能 と な っ て い る 。 第 １ 表 示 部 材 １ ２ は 、 ユ
ー ザ ー に よ り 、 コ ネ ク タ ３ ４ か ら 剥 離 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ユ ー ザ ー が ケ ー ブ ル ３ ０ を 用 い て デ ジ タ ル カ メ ラ と 外 部 機 器 と を 接 続 す る 際 に は 、 コ ネ ク
タ ３ ４ を 外 部 機 器 の 対 応 す る コ ネ ク タ へ 接 続 す る 。 こ の と き 、 ユ ー ザ ー は 、 コ ネ ク タ 用 表
示 具 １ ０ の 第 １ 表 示 部 材 １ ２ を コ ネ ク タ ３ ４ か ら 剥 離 し な け れ ば な ら な い が 、 第 １ 表 示 部
材 １ ２ の 表 面 １ ４ に は 、 コ ネ ク タ の 使 用 前 に Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ の ソ フ ト を イ ン ス ト ー ル す る 作
業 を 促 す 第 １ の 情 報 が 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し た が っ て 、 上 記 コ ネ ク タ 用 表 示 具 １ ０ に よ れ ば 、 ユ ー ザ ー に 対 し て 、 コ ネ ク タ が 使 用 さ
れ る 前 に 効 果 的 に 、 外 部 機 器 へ Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ の ソ フ ト を イ ン ス ト ー ル す る 作 業 を 促 す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 一 旦 外 部 機 器 へ ソ フ ト が イ ン ス ト ー ル さ れ れ ば 、 再 度 ユ ー ザ ー へ こ の イ ン ス ト ー ル
を 促 す 必 要 は な く な る が 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ は 、 コ ネ ク タ ３ ４ を 使
用 す る 際 に ユ ー ザ ー に よ っ て 除 去 さ れ る 。 し た が っ て 、 そ の 後 の コ ネ ク タ ３ ４ の 使 用 の 際
に は 、 ユ ー ザ ー に 前 記 イ ン ス ト ー ル が 促 さ れ る こ と は な く 、 コ ネ ク タ ３ ４ の 使 用 前 に １ 度
だ け ユ ー ザ ー に 対 し て 前 記 イ ン ス ト ー ル を 促 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 上 記 で は 、 接 着 部 １ ６ に 接 着 剤 を 塗 布 し て 第 １ 表 示 部 材 １ ２ を 接 続 部 ３ ４ Ａ に 接 着
し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ を 図 ２ に 示 す よ う な 構 成 に し て 、 接 続 部 ３
４ Ａ に 接 着 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ を 、 第 １ の 情 報 が 表 示 さ れ る
表 面 層 １ ２ Ａ 、 接 着 可 能 部 材 か ら な る 接 着 層 １ ２ Ｂ 、 及 び 接 着 層 １ ２ Ｂ を 覆 う 剥 離 可 能 な
剥 離 層 １ ２ Ｃ を 積 層 さ せ て 構 成 す る 。 そ し て 、 接 着 部 １ ６ の 剥 離 層 １ ２ Ｃ を 接 着 層 １ ２ Ｂ
か ら 剥 離 し て 接 着 層 １ ２ Ｂ を 露 出 さ せ 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ を 接 続 部 ３ ４ Ａ に 接 着 さ せ る 。
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ の 一 部 に 接 着 材 を 塗 布 す る 必 要 が な
く な り 、 簡 易 な 方 法 で 第 １ 表 示 部 材 １ ２ の 一 部 分 に 接 着 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 第 １ 表 示 部 材 の 形 状 は 、 上 記 の 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 ３ に 示
す 第 １ 表 示 部 材 ４ ２ の よ う に 、 袋 状 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ 表 示 部 材 ４
２ の 表 面 １ ４ に 切 込 み を 入 れ て 開 口 ４ ６ を 構 成 し 、 コ ネ ク タ ３ ４ の 接 続 部 ３ ４ Ａ を 、 開 口
４ ４ か ら 第 １ 表 示 部 材 ４ ２ の 中 へ 挿 入 す る こ と に よ り 、 コ ネ ク タ 用 表 示 具 １ ０ を コ ネ ク タ
３ ４ に 取 り 付 け る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ ３ ４ を 覆 う こ と が で き 、 コ ネ ク タ ３ ４ へ
の ゴ ミ な ど の 付 着 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ の よ う に 、 筒 状 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、
第 １ 表 示 部 材 ４ ６ を 熱 に よ り 収 縮 可 能 な 部 材 で 構 成 す る と 共 に 、 側 部 に ミ シ ン 目 ４ ８ を 構
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成 し て お く 。 そ し て 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 コ ネ ク タ ３ ４ を 、 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ の 筒
の 内 側 に 挿 入 し た 後 に 、 加 熱 に よ り 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ を 収 縮 さ せ て 、 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ
う に 、 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ を コ ネ ク タ ３ ４ に 密 着 さ せ る こ と に よ り 取 り 付 け る 。 ユ ー ザ ー に
よ る 、 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ の コ ネ ク タ ３ ４ か ら の 除 去 は 、 ミ シ ン 目 ４ ８ を 切 り 離 す こ と に よ
り 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 図 ６ に 示 す 第 １ 表 示 部 材 ５ ０ の よ う に 、 上 記 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ の 裏 側 の 一 部 を 切 り
離 し て 構 成 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に も 、 上 記 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ と 同 様 に し て コ ネ ク
タ ３ ４ へ 取 り 付 け る 。 ま た 、 ユ ー ザ ー に よ る 、 第 １ 表 示 部 材 ５ ０ の コ ネ ク タ ３ ４ か ら の 除
去 は 、 ミ シ ン 目 を 切 り 離 す こ と な く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 前 記 図 ４ 、 ６ に 示 す 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ 、 ５ ０ は 、 加 熱 収 縮 に よ ら ず 、 接 着 剤 を 介 し
て コ ネ ク タ ３ ４ の 接 続 部 ３ ４ Ａ へ 接 着 さ せ て 取 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 図 ７ に 示 す 第 １ 表 示 部 材 ５ ４ の よ う に 、 Ｕ 字 状 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は
、 Ｕ 字 の 端 部 内 側 に 接 着 部 １ ６ を 設 け 、 接 着 部 １ ６ に 接 着 剤 を 塗 布 し て 接 続 部 ３ ４ Ａ と 接
着 さ せ て 、 第 １ 表 示 部 材 ５ ４ を コ ネ ク タ ３ ４ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
［ 第 ２ 実 施 形 態 ］
次 に 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 部 分
に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ８ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 ６ ０ は 、 第 １ 表 示 部 材 ６ ２ 、
及 び 第 ２ 表 示 部 材 ６ ４ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 第 １ 表 示 部 材 ６ ２ 、 及 び 第 ２ 表 示 部 材 ６ ４
は 、 １ 枚 の シ ー ト で 一 体 的 に 構 成 さ れ 、 ミ シ ン 目 ６ ３ に よ り 分 離 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 １ 表 示 部 材 ６ ２ の 表 面 １ ４ に は 、 ユ ー ザ ー に 対 し て 、 コ ネ ク タ の 使 用 前 に ユ ー ザ ー に 所
定 の 作 業 を 促 す 情 報 、 本 実 施 形 態 で は 、 コ ネ ク タ の 使 用 前 に Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ の ソ フ ト を イ ン
ス ト ー ル す る 作 業 を 促 す 第 １ の 情 報 が 表 示 さ れ て い る 。 第 １ 表 示 部 材 ６ ２ の 裏 面 の 接 着 部
１ ６ に は 、 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 ２ 表 示 部 材 ６ ４ の 表 面 ６ ５ に は 、 ユ ー ザ ー に 対 し て 、 コ ネ ク タ ３ ４ の 接 続 時 毎 に 有 効 と
さ れ る 情 報 、 本 実 施 形 態 で は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ が デ ジ タ ル カ メ ラ の ケ ー ブ ル で あ る こ と を 明
示 す る 、 第 ２ の 情 報 が 表 示 さ れ て い る 。 第 ２ 表 示 部 材 ６ ４ の 裏 面 の 接 着 部 ６ ６ に は 、 接 着
剤 が 塗 布 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
コ ネ ク タ ３ ４ の 接 続 部 ３ ４ Ａ に は 、 第 １ 表 示 部 材 ６ ２ が 、 接 着 部 １ ６ に 塗 布 さ れ た 接 着 剤
を 介 し て 接 着 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ３ ４ の 握 り 部 ３ ４ Ｂ に は 、 第 ２ 表 示 部 材 ６ ４ が 、 接 着
部 ６ ６ に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 を 介 し て 接 着 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 コ ネ ク タ ３ ４ は 、 第 １
表 示 部 材 ６ ２ が 除 去 さ れ な け れ ば 、 外 部 機 器 の 対 応 す る コ ネ ク タ へ 接 続 不 能 と な っ て い る
。 第 １ 表 示 部 材 ６ ２ は 、 ユ ー ザ ー に よ り 、 コ ネ ク タ ３ ４ か ら 剥 離 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 第 ２ 表 示 部 材 ６ ４ の 握 り 部 ３ ４ Ｂ へ の 接 着 強 度 は 、 第 １ 表 示 部 材 ６ ２ の 接 続 部 ３ ４
Ａ へ の 接 着 強 度 よ り も 強 い こ と が 好 ま し い 。 こ れ は 、 第 １ 表 示 部 材 ６ ２ が ユ ー ザ ー に よ り
剥 離 可 能 と さ れ て い る の に 対 し 、 第 ２ 表 示 部 材 ６ ４ は 剥 離 さ れ ず 握 り 部 ３ ４ Ｂ に 接 着 さ れ
た ま ま 使 用 さ れ る た め 、 容 易 に 剥 離 さ れ な い 強 度 で 接 着 さ れ て い る の が 好 ま し い た め で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ユ ー ザ ー が ケ ー ブ ル ３ ０ を 用 い て デ ジ タ ル カ メ ラ と 外 部 機 器 と を 接 続 す る 際 に は 、 コ ネ ク
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タ ３ ４ を 外 部 機 器 の 対 応 す る コ ネ ク タ へ 接 続 す る 。 こ の と き 、 コ ネ ク タ 用 表 示 具 ６ ０ の 第
１ 表 示 部 材 ６ ２ は 、 ユ ー ザ ー に よ り 、 ミ シ ン 目 ６ ３ で 第 ２ 表 示 部 材 ６ ４ か ら 分 離 さ れ て コ
ネ ク タ ３ ４ か ら 剥 離 さ れ な け れ ば な ら な い が 、 第 １ 表 示 部 材 １ ２ の 表 面 １ ４ に は 、 コ ネ ク
タ の 使 用 前 に Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ の ソ フ ト を イ ン ス ト ー ル す る 作 業 を 促 す 第 １ の 情 報 が 表 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
し た が っ て 、 上 記 コ ネ ク タ 用 表 示 具 ６ ０ に よ れ ば 、 ユ ー ザ ー に 対 し て 、 コ ネ ク タ が 使 用 さ
れ る 前 に 効 果 的 に 、 外 部 機 器 へ Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ の ソ フ ト を イ ン ス ト ー ル す る 作 業 を 促 す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 一 旦 外 部 機 器 へ ソ フ ト が イ ン ス ト ー ル さ れ れ ば 、 再 度 ユ ー ザ ー へ こ の イ ン ス ト ー ル
を 促 す 必 要 は な く な る が 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 表 示 部 材 ６ ２ は 、 コ ネ ク タ ３ ４ を 使
用 す る 際 に ユ ー ザ ー に よ っ て 除 去 さ れ る 。 し た が っ て 、 そ の 後 の コ ネ ク タ ３ ４ の 使 用 の 際
に は 、 ユ ー ザ ー に 前 記 イ ン ス ト ー ル が 促 さ れ る こ と は な く 、 コ ネ ク タ ３ ４ の 使 用 前 に １ 度
だ け ユ ー ザ ー に 対 し て 前 記 イ ン ス ト ー ル を 促 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 第 ２ 表 示 部 材 ６ ４ は 、 第 １ 表 示 部 材 ６ ２ が 除 去 さ れ た 後 も 、 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す よ う
に 、 コ ネ ク タ ３ ４ の 握 り 部 ３ ４ Ｂ に 取 り 付 け ら れ た ま ま な の で 、 ユ ー ザ ー に 対 し て 、 コ ネ
ク タ ３ ４ の 設 け ら れ た ケ ー ブ ル ３ ０ が 、 デ ジ タ ル カ メ ラ の ケ ー ブ ル で あ る 旨 を 明 示 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 第 １ 表 示 部 材 、 及 び 、 第 ２ 表 示 部 材 の 形 状 は 、 上 記 の 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。 例 え ば 、 図 ９ に 示 す 、 第 １ 表 示 部 材 ７ ２ 、 及 び 、 第 ２ 表 示 部 材 ７ ４ の よ う に 、 袋 状 と
し て コ ネ ク タ 用 表 示 具 ７ ０ を 構 成 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 第 ２ 表 示 部 材 ７ ４ の
表 面 ６ ５ に 切 込 み を 入 れ て 開 口 ７ ５ を 構 成 し 、 コ ネ ク タ ３ ４ を 、 開 口 ７ ５ か ら 第 ２ 表 示 部
材 ７ ４ 及 び 第 １ 表 示 部 材 ７ ２ の 中 へ 挿 入 す る こ と に よ り 、 コ ネ ク タ 用 表 示 具 ７ ０ を コ ネ ク
タ ３ ４ に 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
第 １ 表 示 部 材 ７ ２ と 第 ２ 表 示 部 材 ７ ４ と が ミ シ ン 目 ６ ３ で 分 離 さ れ 、 第 １ 表 示 部 材 ７ ２ が
コ ネ ク タ ３ ４ か ら 除 去 さ れ た 後 は 、 図 ９ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 表 示 部 材 ７ ４ の み が コ
ネ ク タ ３ ４ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 図 １ ０ に 示 す 第 １ 表 示 部 材 ８ ２ 、 及 び 、 第 ２ 表 示 部 材 ８ ４ の よ う に 筒 状 と し て 、 構
成 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ 表 示 部 材 ８ ２ 、 及 び 、 第 ２ 表 示 部 材 ８ ４ を 熱 に
よ り 収 縮 可 能 な 部 材 で 構 成 し て 、 第 １ 実 施 形 態 で 説 明 し た 、 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ （ 図 ５ 参 照
） と 同 様 に し て コ ネ ク タ ３ ４ に 取 り 付 け る 。 ユ ー ザ ー に よ る 、 第 １ 表 示 部 材 ４ ６ の コ ネ ク
タ ３ ４ か ら の 除 去 は 、 ミ シ ン 目 ８ ３ 及 び ミ シ ン 目 ６ ３ を 切 り 離 す こ と に よ り 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 １ 表 示 部 材 ８ ２ が コ ネ ク タ ３ ４ か ら 除 去 さ れ た 後 は 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２
表 示 部 材 ８ ４ の み が コ ネ ク タ ３ ４ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 図 １ １ に 示 す 第 １ 表 示 部 材 ８ ６ 、 及 び 、 第 ２ 表 示 部 材 ８ ８ の よ う に 、 上 記 第 １ 表 示
部 材 ８ ２ 、 及 び 、 第 ２ 表 示 部 材 ８ ４ の 裏 側 の 一 部 を 切 り 離 し て 構 成 す る こ と も で き る 。 こ
の 場 合 に も 、 上 記 第 １ 表 示 部 材 ８ ２ 、 及 び 、 第 ２ 表 示 部 材 ８ ４ と 同 様 に し て コ ネ ク タ ３ ４
へ 取 り 付 け る 。 ま た 、 ユ ー ザ ー に よ る 、 第 １ 表 示 部 材 ８ ６ の コ ネ ク タ ３ ４ か ら の 除 去 は 、
ミ シ ン 目 ６ ３ を 切 り 離 す こ と に よ り 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
な お 、 前 記 図 １ ０ に 示 す 、 第 １ 表 示 部 材 ８ ２ 、 第 ２ 表 示 部 材 ８ ４ 、 及 び 、 図 １ １ に 示 す 第
１ 表 示 部 材 ８ ６ 、 第 ２ 表 示 部 材 ８ ８ は 、 加 熱 収 縮 に よ ら ず 、 接 着 剤 を 介 し て コ ネ ク タ ３ ４
の 接 続 部 ３ ４ Ａ へ 接 着 さ せ て 取 り 付 け て も よ い 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 第 １ 表 示 部 材 、 第 ２ 表 示 部 材 は 、 図 １ ２ に 示 す 第 １ 表 示 部 材 ９ ２ 、 第 ２ 表 示 部 材 ９
４ の よ う に 、 Ｕ 字 状 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 第 ２ 表 示 部 材 ９ ４ の 内 側 に 接 着
部 ６ ６ を 設 け 、 接 着 部 ６ ６ に 接 着 剤 を 塗 布 し て 握 り 部 ３ ４ Ｂ と 接 着 さ せ て 、 コ ネ ク タ 用 表
示 具 ９ ０ を コ ネ ク タ ３ ４ に 取 り 付 け る 。 ユ ー ザ ー に よ る 、 第 １ 表 示 部 材 ９ ２ の コ ネ ク タ ３
４ か ら の 除 去 は 、 ミ シ ン 目 ６ ３ を 切 り 離 す こ と に よ り 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
第 １ 表 示 部 材 ８ ２ が コ ネ ク タ ３ ４ か ら 除 去 さ れ た 後 は 、 図 １ ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２
表 示 部 材 ９ ４ の み が コ ネ ク タ ３ ４ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 情 報 と し て 、 ケ ー ブ ル ３ ０ が デ ジ タ ル カ メ ラ の ケ ー ブ ル で
あ る 旨 を 表 示 し た が 、 第 ２ の 情 報 は 、 こ の よ う に ケ ー ブ ル の 用 途 に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。 そ の 他 に も 、 例 え ば 、 水 濡 れ 禁 止 、 折 曲 げ 禁 止 、 接 続 禁 止 コ ネ ク タ の 種 類 、 な ど を 第
２ の 情 報 と し て 表 示 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 表 示 部 材 と 第 ２ 表 示 部 材 と を 一 体 的 に 構 成 し て い る 例 に つ い
て 説 明 し た が 、 第 １ 表 示 部 材 と 第 ２ 表 示 部 材 と は 別 体 で あ っ て も よ い 。 特 に 、 一 体 的 に 構
成 す る こ と に よ り 、 別 体 と し た 場 合 と 比 較 し て 部 品 点 数 を 少 な く す る こ と が で き る と 共 に
、 簡 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 に よ れ ば 、 第 １ 表 示 部 材 が 、 コ ネ ク タ か
ら 除 去 可 能 と さ れ て い る と 共 に 、 ユ ー ザ ー に よ っ て こ の コ ネ ク タ 用 表 示 具 が 除 去 さ れ な け
れ ば コ ネ ク タ を 接 続 不 能 な 位 置 に 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 ユ ー ザ ー に 対 し て 、 コ ネ ク タ
が 使 用 さ れ る 前 に 、 効 果 的 に 所 定 の 作 業 を 促 す こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 表 示 部 材 は 、 コ
ネ ク タ を 使 用 す る 際 に ユ ー ザ ー に よ っ て 除 去 さ れ 、 そ の 後 の 使 用 の 際 に は ユ ー ザ ー に 前 記
所 定 の 作 業 が 促 さ れ る こ と は な い の で 、 コ ネ ク タ の 使 用 前 に １ 度 だ け ユ ー ザ ー に 対 し て 所
定 の 作 業 を 促 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 変 形 例 を 示 す （ Ａ ） は 上 面 図 、 （ Ｂ ） は Ｘ －
Ｘ で の （ Ａ ） の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 他 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 他 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す コ ネ ク タ 用 表 示 具 の コ ネ ク タ へ の 取 り 付 け を 説 明 す る 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 す コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 他 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ２ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 他 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 す コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ２ 実 施 形 態 の コ ネ ク タ 用 表 示 具 の 他 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 、 ６ ０ 、 ７ ０ 、 ９ ０ 　 コ ネ ク タ 用 表 示 具
１ ２ 、 ４ ２ 、 ４ ６ 、 ５ ０ 、 ５ ４ 、 ６ ２ 、 ７ ２ 、 ８ ２ 、 ８ ６ 、 ９ ２ 　 第 １ 表 示 部 材
３ ０ 　 　 ケ ー ブ ル
３ ４ 　 　 コ ネ ク タ
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３ ４ Ａ 　 接 続 部
３ ４ Ｂ 　 握 り 部
６ ４ 、 ７ ４ 、 ８ ４ 、 ８ ８ 、 ９ ４ 　 第 ２ 表 示 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(9) JP 2004-239994 A 2004.8.26



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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